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5% 10% 0% 
地震時
鉛直震度：下向き
a) 実験時に発生したすべり面 2.26 1.09
a-1) 地震時に模型上部で
     引張り亀裂を仮定 ― 0.82
a-2) 地震時に模型上・中部で
     引張り亀裂を仮定 ― 0.55
b) 想定すべり面１ 1.77 0.80
b-1) 地震時に模型上部で
     引張り亀裂を仮定 ― 0.62





























































































































































(a)  ひずみ軟化を考慮しない場合 























図-9  時刻歴非線形解析の変位応答（加振ステップd06） 
